
授業アンケートを敢り入れた授業改善PDCAサイクル

工学部化学システム工学科

鈴木　敏夫・山際　和明

1．はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことにした。座席指定に関して希望を聞くようにし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。」「レポート解説の配布方法、配布するタイミング

　多くの大学で授業アンケートが教育改善の一環とし　　に学生の要望を取り入れることができた。」「レポート

て行われている。学生の授業アンケートがどれくらい　　の解説などが授業中にできないときはWebにおく。」

信用に足るものかについて議論があるが、学生の多く　　などがある。また、コメントを書く負担についてはほ

はいい加減には答えていないこと、つまり授業アン　　とんどの教員が負担よりも教育改善の方が効果が大き

ケートの結果は教育改善に有効な情報を含んでいると　　いと感じている。なお、授業改善のヒントは授業アン

考える。ここでは、化学システム工学科で行っている　　ケートの集計結果だけでなく、受講態度や課題や定期

授業アンケートの活用方法ならびに工学部他学科で　　テストの達成度などを考慮する必要がある。授業アン

行っている事例を紹介したい。　　　　　　　　　　　ケートはあくまでも学生の意識を伝える一つのチャン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネルであり、これを無視することも絶対視することも

2．化学システム工学科の事例　　　　　　　　　　誤りである。教育学部出身者を除けば、教育方法ある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いは教授法を学んだ大学教員は少ないであろう。我々

　全学アンケートの集計結果が手元に届くのが遅く、　　が教える大学生の学習能力が低下していることを考え

その集計結果を見てもその授業の状況を思い出すこと　　れば、我々が教わったとおりに教えるだけでは明らか

ができない。アンケートを授業改善に役立てるために　　に不十分である。教育効果を高めるためには授業を改

は次学期が始まる前に集計結果を知る必要がある。そ　　善する必要があり、その手がかりとして授業アンケー

のため、アンケート結果をエクセルデータに手入力す　　　トは有効である。

る順番を早くしてもらい、生データを1学期の科目で

あれば9月初旬、2学期の科目であれば3月初旬に頂　　3．工学部他プログラムの取り組み（抜粋）

いている。そのデータをエクセルマクロ機能を利用し

て集計し、レーダーチャートを作成している。この作　　機械システムエ学科

業を工学部技術部に依頼しているが数分あれば30科目　　　選択式アンケート（榿色）より直ちに結果のわかる

程度の作業は終了する。学科で開講している専門科目　　自由記述式アンケート（水色）を主に用いて授業改善

すべての集計結果を教員に配布している。教員はアン　　に役立てている。自由記述アンケートを学科内でまと

ケート自由記述や集計結果に対するコメント、授業の　　めて教員全員に配布するとともに、授業参観後のピァ

改善策をA4用紙半分から1枚程度にまとめて学科に　　レビューの際にも情報を交換している。

提出する。また、次年度シラバスの備考欄に授業改善　　　建設学科社会基盤工学コース

策を記載する。教員によっては、次年度の授業開始時　　　授業アンケート結果等に基づいて「授業点検・改善

に授業改善のポイントを説明する場合もある。なお、　　計画書」を教員が作成し、改善に反映させている。集

平成20年度から過去3年分のレーダーチャートを表示　　計結果を少なくとも次学期までにわかるようにしてほ

するように改めた。これにより、単年度の評価ではな　　しい。授業アンケート以外に、毎年1回学生との懇談

く、経年変化がわかるようになった（例えば、「今年　　会を開催し、学生からの要望を教育改善に取り入れて

度の学生は学習時間が少ない割に評価が低い」など）。　　いる。

　年度ごとに聴講者が異なるので、再履修生でなけれ　　機能材料工学科

ば改善点やその効果を評価できないだろう。そこで、　　すべての専門科目の集計結果を教員に通知して、教

授業アンケート集計結果を活用する効果と負担を教員　　育改善を依頼している。また、自由記述式アンケート

に聞いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項目「最も良かった点」、「改善すべき点」などに基づ

　回答した全員がコメントを書くことによって授業の　　いて担当教員が授業内容や授業方法の改善に反映させ

改善を意識するようになったと答えている。改善の例　　ている。改善例としては、パワーポイントによる講義

としては、「自分が書いた板書やパワーポイントに対　　時間の割合、小テストの実施、予習復習問題の配布な

して聞く或いは写す側からの印象がよくわかり、板書　　どがある。

の仕方を工夫するようになった。」「マイクを使用する
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個人的な取り組み例　　　　　　　　　　　　　　　たか、等々を知ることにより、学生自身の姿勢を自分

　全学の授業アンケートでは有益な情報が得られない　　で制御し、教員との信頼関係を構築する契機としてい

ため授業改善には用いていない。答案に自由方式で意　　る。よりよいアンケート方法としては、アンケートの

見を記入させている。次学期もしくは次年度受講者に　　企画、実施、集計をすべて学生に委任することが学生

アンケート結果を配布し、自分以外の学生がどう思っ　　のまじめな対応につながると思う。学生はよりよい授

たか、どのように授業に取り組んだか、先輩がどう思っ　　業を受講したいと願っていると思う。
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授業アンケートを敢り入れた
　　授業改善糟CAサイクル

工攣部化学システム工攣麟

　　　　　　　　　　　鈴木敏炎

工学部艦学システム工学科の事倒

　　艦業担蚤　黒漱員，膏；学科，簸馨麟錦

。アンケート結累費離務係に提出

・ヂー糞灘畢λ灘

・盤攣一馨欝鍵樵韓薄糊難，馨驚鞠麹葺

。デー蓼集欝，レー夢一チヤート惇繊く数分），逓纈

・コメント，改警策の作成，提出

・改善策のシ3バスへの詑載
　　（第譲学期開講科冒は次無度に詑載する）

・金アンケート繕累，コメント・改讐策の開添

授業アンケートに鍛する基本的姿勢

・学生の多くはいい加減には答え
ていない。

。授業アンケートの結果は教育改

善に有効な情報を含んでいると
考える。

独自の集欝をしている理由

・全学の集計が遅すぎる。

・その学期に醐講した翼昌を見薩すことが

　できるのは，次の学期までの間。

・次の学期には獅の科賛を鐙幾しているの
　で，前の学期の科欝を見薩す余裕がない。

　学生の受講態度，レポート・答案類を思い

　出した琴兇直したりすることが囲難。

側　櫛欄禰　賦糊騨灘　　集欝結果の例

」軽編謙難搬島
　盛騨｛　に数分

：趨：質問職嫌鎌。

　　・　≒・掌生の掌習態度
　鰭轡
、：ゆ：：環蓋聾婁織獅

　騨寒㈱　　・挙習歳黒総合騨樋

奪謁鰯のヂ遊鵜
轡燃叢潔糊撫ε、。芒柑鵬綱、　　　　　亀
蟻禰題婦伽・‘螂く姻鵠い @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

集欝結果の例

半期ごとに全て

の奪門科§の集
欝織果を教員に
遣知している。

抱の授業と比較
餐きる。レータ“一

チャートの形iまし、

ろいろ。

授業改善

・今園の授業r嬢敦善しよ　　　　　輔銭…　　…
　うとしたこ麹その効暴　　・購綴罐購覇騨脚＿輪
　についての騨麺。　　　　　畿慧灘驚諜灘欝濃講鷺譲叢

・集欝結墨慢講態嵐　　　騨＿1＿，
　成績を禽毒）に爽1する　　　講葦膿諜黙鍵塁慧灘慧難雛鱗驚慧

翻ント．　　　　　　纏灘襲離縢羅1難
　（繕簾に対する反論簿　　　驚灘灘灘言麗織欝鷺慧鷺鵜撚
　も◎K。）　　　　　　　　　　　　紘

。授業の改蓄策。　　　　　　。梛騰㈱繍。騨。職。撚，獅燃

　にれ蓬シうバスに籠載　　、編聯囎酬蝋継轍
　する）

授業の改善鯛

鱒霧多矯聴いたi織霧やパヲー求イントに繋して聞く載

　いは写す欄からの印象癖よくわ瀞婆，叛書の仕方を

　工夫するよう緯灘った

・マ掻クを使用することにし托。座庸擦定に闘して籐

　望を聞くようにしたゆ

　レ濯一ト解説の配帯労淡，配蒲するタイミングに学

　建⑳要墾壷轍弓入れるごとができた。

　レ斌一トの解説などが綬叢中にできないときは艶bぎこ

　おく。
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工学部での他の取攣紹み

機械システム工学斜
　選犠式アンケート〈櫨色）より直ちに結
粟のわかる霞虜詑述武アンケート（水魚〉
を主に壌いて授業改善に役立てている。葭
由詑違アンケートを学科内餐蕊とめで教員
全員に配霧するとともに，授業参観後のピ
アレビューの際にも情報壷交換している。

9

工学部での蝕の敢り組み

建設学科轍会基盤工学謎一ス
　授業アンケート繕累等に基づいて「授業
点検・改善欝画書蓬を教員が作成し，改善
に反麟させているQ集欝結粟を少なくとも
次学期までにわかるようにしてほしい。授
業アンケート以外に，毎奪蓬園学生との懇
談会を醐催し、学生からの要墾を教糞敵姜
に取り入れている。

10

工学部での他の敢り組み

機能材斜工学科

　すべての奪門科譲の集誹結累を教員に通
知して、教育改善を倣頼している。また，
藍由記述i弍アンケート項舅「最も良がった
点ま、「改姜すべき点」などに基づいて癒
嶺教員が授業内容や授業方法の改姜に反験
させている。改姜例としては，パワーポイ
ントによる講義時闘の割金、小テストの璽
施、予習復習閣題の配布などがある。

11

授業をよりよくするためには

・授業を振9返る。

・成績報告で授業を終わりにしない。

・振琴返った内容を何らかの形で欝葉にする

。（アンケートの圏答をした学生に苅してでな
　くても）学生に教員の意識を伝える。

。伝える媒体として，学務情報システム（シラ
　バスなど）を利稽する。

12

シラバス；授業の公約

Pl磯　　　シラバス搾威

D◎　　　授業（講義，課題，試験）の実施

　　　　　成績報告

C総ck　シラバス通りに案施したか

　　　　　授業の振り返り（成績，アンケート）

Ac量b舜　改蕎方策の鉾成，公表

P協脈　　Ac勧総をシラバスに反礫させる

13

提案：授業アンケートについて

・集講維累を遅くても次学期の喋ヶ月繭（9月1臼，

　3月1iヨ〉には教員に通知する。

・紙媒体なら，マークシートにする。

・学務情報システムを使うなら

　・圃答を成績評簸の必須にする。

　・園答の膚無，内容を確認できる（園答聴に教員

　との疑離が離れると授業の印象が薄れる）。

　・授業の良いところ，改善を要するところを分力癩

　やすく出力する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1犀

学務情報システムについて

・威績報銭と岡時に案旛詑録を報憲する。

・シラバスに記載された内容を教えたか

・シラバスに記載された方法で戒績を認櫃したか

・答案類を保管したか（保管することになってい
る〉

これらは『ラジオボタンでOK

⑨改善策を籠入する。
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学務情報システムについて

。シラバス搾成鋳に実施譲録とアンケート集
　計結累を参照できるようにする。

　・授業改善方策は薪無農シラバスのどこか
　に露動釣に流し込む

・シラバスと授業報魯をまとめれば，対外的

な擾業案施・改善報告書がで誕る。

16
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